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１.研究の概要 2.成果の特徴・知財

N. Aoki, T. Shimasaki, W. Yazaki, T. Sato, M. Nakayasu, A. Ando, S. Kishino, J. Ogawa, 
S. Masuda, A. Shibata, K. Shirasu, T. Yazaki, and A. Sugiyama. An isoflavone 
catabolism gene cluster underlying interkingdom interactions in the soybean 
rhizosphere. ISME Communications, 4:052 (2024).

★酸化的な異化（分解）以外にも配糖化、リン酸化等の修飾を受けることを
見出している（未発表データ）

★ダイズのイソフラボンで見出された根圏細菌による植物代謝物の改変は、
様々な植物種、例えば、医薬品・機能性成分等の原料を生産する植物にお
いても生じる。新たな代謝経路や代謝物の発見が期待される。

3.既存技術との比較・アピールポイント 4.バイオものづくりへの展開例と課題

【展開例】
・植物由来代謝物の高機能化（作物残渣などの利用）
・新たな生理活性成分の探索

【課題】
・中間代謝産物を蓄積させ培地に排出させることが必要
→遺伝子破壊株の作出だけでなく、代謝経路が途中でとまった菌も
天然に存在することが見出されている

・材料の供給をどうするか？

根圏細菌の代謝経路を改変したバイオものづくり 2025年8月５日 京都大学生存圏研究所・教授 杉山暁史
sugiyama.akifumi.4m@kyoto-u.ac.jp

ダイズ根圏で増加するコマモナス科細菌の中で、Variovorax属細菌に着目し、
ゲノム解析とトランスクリプトーム解析および遺伝子欠損株や異種発現タンパク
質の機能解析により、ヒト腸内とは全く異なるイソフラボンの酸化的な代謝経
路を初めて明らかにした。

★植物の代謝物と微生物の代謝機能を組み合わせた「相互作用」により新た
な有用物質を生合成することができる
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